
　平成１６年度（第５４期）「会員
の集い」を次の通り開催いたします。
３学年による当番制も今年で３回目
となり内容も充実してきました。
　会場は，例年京成ホテルにおいて
開催していましたが，今年は都合に
より常陽藝文センターに変更になり
ましたので，間違いのないようにご
注意ください。
　先輩，後輩，多数のご参加をお待
ちしております。出席される方は，
同封のハガキで１０月２０日までに
返信してください（欠席の場合は投
函しないでください）。
／平成１６年１１月６日（土）

　　　午後２時～５時１５分
　　　（午後１時３０分受付開始）
／常陽藝文センター

　　　水戸市三の丸１－５－１８
　　　電話０２９－２３１－６６１１
　　　※水戸駅北口より徒歩８分
／５，０００円

第１部 記念講演》午後２時～３時
　講師：平勢隆郎（昭４８卒）
　演題：「孔子に関する不可解な伝説」

　今年は昭和５８年卒が担当しま
す。お楽しみ抽選会等，楽しい企画
を用意いたしました。
　多数の方々の参加をお待ちしてお
ります。　

　第１３回代議員会議を次の通り開
催いたします。
　各学年，地域・職域の代議員の多
数の出席のもと，第５４期の会務の
審議をお願いいたします。
／平成１６年１１月６日（土）

　　　午後１時～１時５０分
／常陽藝文センター

　　　　７Ｆホール

　○第５３期事業報告
　○第５３期決算報告
　○会計監査報告
　○第５４期事業計画（案）
　○第５４期予算（案）
　○役員改選
　○その他

【講師プロフィール】
　昭和２９年８月生まれ。東京大
学文学部卒。鳥取大学教育学部助教
授，九州大学文学部助教授などを歴
任。現在，東京大学東洋文化研究所
教授

《第２部 ミニコンサート》　午後３
　時～３時３０分
　演奏：飯泉昌宏（昭５８卒）
　アルゼンチンタンゴの調べをご堪
能ください。

《第３部　懇親会》　午後３時５０分
　～５時１５分



　私の現役生徒としての体験は昭和２８年か
ら３０年。歩く会の前身は昭和１６年ごろから
始まった「鍛錬行軍」。軍国教育だとして中止
され，体育の細谷政一先生の提唱で歩く会が復
活して間もないころだった。女生徒も少なくて
トイレは「そこら辺で適当にやれ」という大ら
かな時代。僕の1年目は勿来コース。完歩率は
５１パーセントでした。自由歩行は自分の荷物
を風呂敷に包んで走った。トイレを我慢して走
ったら途中で参ってしまった。農家の庭先に潜
り込んでいたが結局先生に見つかってバスに乗
せられた。苦い思い出です。
　去年の歩く会は自由歩行の途中で強烈に

雨が降って，「追い上げ隊」がペースを上げたの
で完歩率は少し下がりました。
　その後母校に勤め「歩く会実行委員長」を
８年間，先頭を切って歩いた。途中で雨が降っ
た年もあり，父兄から「この雨でやるのか」と
電話がかかってきた。こういう時こそ当事者は
より一層燃えるものです。
　私が入学した年は東海村，太田一高を経

て本校に戻る循環コース。２年は矢祭山がスタ
ートで，上小川で雨天中止になった。今思うと
たいした雨じゃなかったが，生徒らは「何がな
んでもいくぞ」と，先生方と団体交渉をやった
わけですよ。柔道の松（廣義）先生がガードマ
ンとして校長の前に立ちはだかってね。気持ち
を踏みにじられた私たちは，その後何をしたか
というと，本校に戻って徹夜でトランプやりま
した。おやつのキャラメルをかけてね。

　１年の時から実行委員をやってきたので，

クラス仲間と歩いた経験がない。何年か前に歩
く会の是非が問われてアンケートが行われ，先
生方の予想以上に「やらなくてもいい」という
意見が多かったそうです。楽しみにしている生
徒もいるが，はっきり「意味がないよね」と言
ってくる友人もいる。
　僕は水戸一高に勤務した最後の年は学苑祭
が２日半から２日に短縮され，僕は元に戻そう
と職員会議で意見を述べたら，見識がないと批
判された。また生徒集会ではっきり「歩く会不
要論」を言う生徒もいた。でも終わってみると
一回りもふた回りも成長する。僕は行事によっ
て成長すると思う。歩く会実行委員を務めなが
ら現役合格した生徒も何人も知っている。教員
仲間でも批判があるのは生徒から伝え聞いて知
っている。「あの先生が『歩く会は狂気の行事だ』
『時代遅れだ』と
言った」とかね。
しかし行事を通
じてすばらしい
生徒が育ってい
ることは強調し
たい。
　おととし

の委員長は東大，
去年は京大に合
格しました。自
分も頑張らない
と。

社会に出ていろいろ苦労すると，あの時
の苦しみが分かってくる。現在の自分と比べて
みたりしてね。
　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊　　
　「時間の感覚というのは，本当に不思議だ。あ
とで振り返ると一瞬なのに，その時はこんなに
も長い。一メートル歩くだけでも泣きたくなる
のに，あんなに長い距離の移動が全部繋がって
いて，同じ一分一秒の連続だったということが
信じられない」（恩田陸「夜のピクニック」から）
　　　＊　　　＊　　　＊　　　＊

　恩田陸さんの小説「夜のピクニック」は，
運動部でもない普通の女生徒が主人公。一般生
徒の気持ちがよく分かった。作品の舞台は今年



行われる東海コ
ースのような雰
囲気なので，ぜ
ひ皆に読んでも
らいたい。

　僕は去
年，一般生徒と
して走りました。
直前に走り込み
すぎて足を疲労
骨折してしまっ
た。自由歩行はリタイア覚悟で走ったが，痛み
より疲れが辛かった。友人の励ましがありがた
かった。歩き通したことで忘れられなくなった。
決して歩くだけじゃなく，何かを得られる行事
だと思った。
　日常生活から比べて極限に近い状態を体

験することで何か得られるのでは。
　去年大子コースで実行委員をやりながら，

小休止で降るような星空を見上げて感動した。
「こんなことは滅多にあるものじゃない。自分の
人生でこの一瞬だけだ。水戸一高ってすごいん
じゃないか」と，ふと思った。
　それぞれの歩く会だから，一人一人が考え
て行動して間違えなければいい。
　とにかく歩いて感じてほしい。社会人に

なって歩いた苦労が分かると思う。ぜひ存続し
てほしい。
　今年の学苑祭初日に行われた演劇で，「歩

くこと自体が目的で，そこに意味がある」とい
った台詞があり，いい言葉だと思った。歩く会
は水戸一高ならではの行事。一見無駄な行為の
ようだけれど，その中にあるものが大切なので
はと思う。また先輩や保護者の協力なしには成
り立たない行事。大休止の場所にはたくさんの
食べ物や飲み物があるけれど，生徒は当然だと
思わずに感謝の気持ちを忘れないでほしい。自
由歩行でも最低限の水を持つよう，呼びかけたい。
　確かに歩く会は合理的ではないでしょう。
でも世の中に合理的でないものはたくさんある。
回り道するといろいろなことが分かる。一人で
は生きていけないこと，助け合って生きること，
意見の違う人と一緒に生きること。目標に向か
って最短距離を狙うばかりが人生じゃない。回
り道もいいものです。



　昨今の教育改革の大きなうねり

は，水戸一高にとっても真正面から

受け止めなければならないものとな

っている。本県において平成 16年

度は，共に創立 90年を超える大子

一，二高が統合され，県立高校がい

よいよ減少期に入った象徴的な年と

なった。

　26 年前に刊行された水戸一高百

年史の序文の中で，当時の張替勇校

長が「今日，価値観の多様化ないし

分裂の傾向が見られ，それに伴って

教育特に高校教育はその意義，その

あり方を根本から問い直される機運

にある。教育に関する国民的合意を

得ることの，今日ほど困難な時代は

かつてなかったように思われる」と

記していたが，張替校長の当時の認

識及び見解は，当時から四半世紀経

過した現在，教育改革のうねりとな

って現実化している。

　この間，教育を取り巻く諸状況は

更に変化し，とりわけ生徒数の減少

は最大の要因であり，高校教育に関

する国民的合意を得ることの困難さ

を増大させている。

　本校においても当時の生徒数

1,229 人（男子 996，女子 233）か

ら，今年度 980 人（男子 572，女

子 408）と，生徒数で 20％減，男

子数で 43％減，女子数で 75％増と

大きく変化している。このような中，

水戸一高のこれからの役割は何か，

が問われる時代となっている。

　そこで，水戸一高の歴史的，社会

的位置関係を踏まえ，現時点で見え

る成果や実績及び問題や課題を明確

にし，現状維持というのではなく，

水戸一高の新たな充実のために，今

後３～ 10年を意識した中長期構想

を策定した。以下その概要を御紹介

し，知道会会員の皆様の御理解と御

協力をお願いする次第である。

　「実現可能性」，「質の高さ」の２

語をキーワードにし，この２点のバ

ランスを取った方策を実行したいと

考えている。

   校是とは別に，これまでの本校教

育方針や就学の目標等を集約し，「自

己の目標の実現を目指し，社会性と

自己決定力を身に付け，社会に貢献

できる人材」として掲げ，目指すべ

き本校教育の目標とした。

ア　ハード面

①　講堂建設（本校敷地内。収容人

数３３０人）

  １学年３３０人程度が入れる講堂

において，学年単位の講義・講演等

を実施したい。講堂であれば，平常

日ばかりではなく，土曜日等でも定

期的に卒業生や地元大学の教員等の

講演会を開催することなども可能と

なり，水戸一高の発信する文化の一

つとなると考えられる。

②　ＩＴ環境の整備 

③ 　少人数学習のための教室整備

イ　ソフト面

①　学習指導・進路指導の進化

　来年度からの単位制移行が新たな

段階への進化である。本校ならでは

の学校設定科目を設定し，それぞれ

の分野において能力の高い生徒，意

欲ある生徒をさらに伸ばすようにし

たい。

  校内において活発に授業研究を行

う風土を醸成して常によりよい授業

を目指すようにしたい。その際，独

善に陥らないよう，地元の大学（筑

波大学，茨城大学等）と提携をして

研究を進めていきたい。



　また，水戸一高の良き伝統を継承

し，現在の水戸一高生としてどのよ

うな気構えで３年間を送ってもらい

たいか，新入生時にできるだけ集中

的に系統的にオリエンテーションを

行う。

②　地球環境への取り組み

  人間の活動が地球規模で環境に影

響を与えてしまうようになった現

在，将来を生きる世代に対し，現在

を生きる我々がどのように地球環境

を受け継いでいくのか，本校生がそ

の点に思いをいたし，何らかの取り

組みを行うことは本校にとって重要

なテーマである。本校のカリキュラ

ム（例えば「総合の時間」，ＬＨＲ）

に位置付けることなども考慮する。

③　卒業生との定常的交流

  現役生に関わることができる卒業

生のデータベースを構築し，必要に

応じいつでも交流あるいは情報提供

が見込めるようにしておく。現実の

若い社会人から直接話を聞けるのは

得難い経験であり，動機付けとして

大きなものが期待できる。現役生は

先輩から様々な情報等の提供を受け

ることにより，本校生として恵まれ

た立場の自覚を持ち，先輩は現役生

へ情報等を提供することにより，母

校を同じくする世代を超えた関係を

築くことができる。この関係が利害

を超えて人間的な大きな力となると

考えている。

④　留学機会，社会体験機会の拡充

  自国以外の国に目を向け，異文化

との接触の機会を持つことは多感な

高校の時期にはとりわけ必要なこと

である。海外への留学ルートの確保

や海外派遣機会の設定等学校として

常に外国への窓を開けておく必要が

ある。具体的にはアジアに目を向け，

今後益々相互依存の関係が大きくな

ると予想される中国を想定したプロ

グラムを準備したい。知道会からは，

人を紹介頂き，案の検討を始めたい。

  社会体験については，成育過程で

不足していると指摘されている体

験活動を自分で計画し実行すること

で，社会性，ソーシャルスキルとい

ったものを身に付けさせたい。　　

⑤　ボランティア機会の設定

  自らの意志で，無償で，他者のた

めに行動することは，人と人，人と

社会，人と自然の関係を成り立たせ

る重要な要件に出会い，そして気付

く契機となると考えられる。将来，

様々な分野で活躍が期待される本校

生には，是非とも経験してもらいた

いものである。　

  そのため，学校として正式なプロ

グラムに位置付け，多くの生徒が経

験できるような環境を作りたい。

  本校の教育はユニークな事業や行

事で彩られている。また，水戸一高

の歴史を振り返ると，その時代その

時点で考えられる先進的分野に目を

向け，結果を出している。歩く会，

学苑祭を始め 65分授業，自主選択

制，インドネシア生徒派遣などは画

期的であったし，その先見性，独自

性は胸を張れるものであった。

　しかし，現在では 65分授業も選

択制も普通に実施されてきているも

のの一つであり，訴える力は弱くな

ってしまった。

　新規事業を構想しないでいるとい

ずれマンネリズムに陥り，活動が不

活発になる。独自の何ものかを立ち

上げることも必要である。他にはな

いものを立ち上げることの緊張感や

プライドが学校として求心力を生み

だし，よい結果をもたらすものと思

う。水戸一高の新たな充実のために，

この中長期構想の実現を目指してい

きたい。



　今年の夏は異常な暑さ続きであった

が，みつば知道会のメインイベントで

ある恒例の納涼会は７月３０日（金）

に会員・家族の方々４０数名の参加を

いただいて行われた。

　今年は生憎と台風が接近しているこ

ともあり，当日は朝から雨が降ったり

やんだりのぐずついた天候で実施に大

いにまどわされた。

　飯村副会長等の幹事団の決断で昼の

１２時に開催を決めたが，依然として

雲は低くたれこめていて気をもんだが，

天候も次第に回復し夕刻にはさわやか

な日和となったのは幸運であった。

　納涼会の開始は午後６時半からであ

るが熱田先輩（昭２９卒），川上先輩（昭

２９卒）の奥様等会場の設営やバーベ

キューの買出しで２時頃から準備をさ

れており，本当に頭が下がる思いであ

る。

　いよいよ納涼会の開始である。冒頭

に潮田会長の挨拶。「わたくしごとで

あるが，６月末に永年つとめた潮田三

国堂（株）の名誉会長を退いた。今後

は趣味をいかして自分の人生を歩みた

い」

　いつも会場を提供していただいてい

る高木ドクターの挨拶。「先頃ＣＤを

出したが，思い出のムルデカ・サッカ

ー大会で作詞をしたものを今回ジャズ

シンガーの星野由美子さんの作曲でデ

ビューしたが，のちほど彼女に演奏に

あわせて歌ってもらう」とのこと。思

わぬビッグな紹介に会員も大喜びであ

る。

　バーベキューはもっぱら奥様方が中

心となって作ってくれる。味付けもよ

し，たちまちのうちに料理もはかどっ

ていき，とくに肉の売れ行きがいいよ

うである。バーベキューの焼きソバは

安嶋氏（昭４２卒）の出番で，鉢巻を

巻いた手さばきは年季が入っている。

　いつも高級ワイン，日本酒，焼酎を

差し入れてくれる大内幹事長（昭２９

卒），高木副会長（昭３０卒），青葉歯

科の金沢院長（昭４９卒）ありがとう

ございます。あらためてお礼を申し上

げます。

　みつば知道会の納涼会は毎年７月最

終金曜日に行っていますので他の支部

の方も是非参加してください。大歓迎

いたします。

　　　　　　堀江　効（昭３４卒）記

　常陽知道会は，毎年恒例の総会を去

る６月１２日（土），水戸市の三の丸

ホテルにおいて開催しました。

　当会は，常陽銀行ならびに関連会社

の在職者・ＯＢで構成され，総会員数

が４４１名にのぼる大所帯となってお

ります。

　今年度の総会は，１２０名有余の参

加を得て，当会副会長の秦雅博氏（昭

４３卒）の開会の辞に続き，会長の宮

永芳行氏（昭４３卒）から「現在東京

に勤務しているが，地元のことをもっ

と勉強して，県内外の方々にＰＲして

いきたい」との話があり，鯉渕逸夫氏

（昭３７卒・常務取締役）の音頭で乾

杯が行われました。

　当日は，母校より稲葉校長先生，知

道会より大川事務局長にお越しいただ

きました。稲葉校長先生からは最近の

学生気質や新しい取組みなど母校の近

況報告をいただきました。時代の流れ

を感じる一方，昔と変わらぬ母校の姿

も垣間見られました。

　さて，本年度は合計５名の新入会員

を迎えました。司会から紹介の後，場

内からは新入会員に対して盛大かつ暖

かい拍手が送られました。

　懇親会の部では，新入会員より高校

時代の活動や現在の仕事など，自己Ｐ

Ｒが行われた後，一同の若々しい歌声

が披露されました。

　所用により遅れて到着した当会名誉

会長の西野虎之介氏（昭２３卒・取締

役会長）も加わり，若手・先輩が入り

交じり親睦を深めました。歌手デビュ

ーを果たした藤枝建夫氏（昭４１卒）

が持ち歌「人情酒場」を披露するなど

会場は大いに盛り上がりました。

　校歌斉唱の後，宮永会長自らがエ

ールをきり，副会長の川又幹夫氏（昭

４５卒）の閉会の辞をもって本年度の

総会も盛況のうちに無事終了いたしま

した。

　平成１６年６月１１日，水戸三の丸

ホテルにおいて平成１６年度「県庁知

道会」総会が開かれました。

　当日は，名誉顧問の橋本昌茨城県知

事や手塚克彦元県議会議員をはじめ，

西野虎之介知道会会長，稲葉節生水戸

第一高等学校長など御来賓の方々を含

め，総勢１７０名が参集しました。

　県庁知道会の会員数は，平成１６年

度現在で約６００名。毎年開催される

総会では，知事や県議会議員から，採

用されたばかりの若手職員まで，幅広

い世代が一堂に会し，会員同士の親睦

を深めています。今年度の総会も盛大

に開催され，年代を超えた交流が大い

に図られたとともに，明日のよりよい

茨城づくりについて，参集者一同決意

を新たにしました。

　去る８月２８日，昭和４４年卒業生

３５周年同窓会が開催されました。森

田代表幹事を中心に打合せを行い，１

月から計４回のクラス代表幹事会を開

き，開催に至りました。



　当日は，三の丸ホテルにおいて，在

学当時お世話になった６名の恩師，大

川知道会事務局長，稲葉現校長のご出

席をいただき，１１２名の同窓生の参

加を得て同窓会を開催することができ

ました。

　まず，同窓会の冒頭に物故者に黙祷

を捧げ，次に来賓の挨拶をいただき，

その後，懇親会へと会は進みました。

なお，開会に先立って参加者の集合写

真を撮影し，散会時には参加者全員に

手渡しました。

　懇親会では，語るほど，飲むほどに

盛り上がり，参加者全員が在学当時を

想い起こし，語り合った３時間となり

ました。

　最後に，当時の応援団員のリードに，

声を合わせて校歌を歌い，各クラスご

とに二次会へと流れていきました。　

　　　　　　　　　　　（文責　桐原）

水戸一高ボクシング部ＯＢ会の第３

回定期総会（懇親会）が，平成１６年

６月１２日（土）午後３時から水戸駅

北口の三の丸ホテルにおいて開催され

ました。

鈴木洋一会長，福田実副会長，山形

晴一，雨谷正巳，菅谷輝夫ら各幹事など，

全国から三十余名が出席し，盛大に行

われました。今回初めての出席者も何

人かおられ，在校時代の練習や試合な

どを懐かしく語り合いました。

なお現在，水戸一高のボクシング部

は，部員１名ということで寂しいです

が，選手として有能な人材ということ

で，ＯＢ会としても後援することに合

意しました。

今後も毎年総会を行いますので，元

部員でまだ出席されていない方は，本

会参与の知道会事務局長大川英治氏ま

で住所，氏名などをご連絡ください。

名簿に登載し，総会の案内をお知らせ

いたします。（年会費２０００円）

　　　　　（昭３１卒　菊池興安記）

　去る６月６日（日），第２５回知道

会ゴルフ大会が笠間東洋ゴルフ倶楽部

において盛大に開催されました。

　今回は例年の大洗ゴルフ倶楽部を離

れ，日曜日に設定し，できるだけ多く

の会員の皆様に参加いただけるよう考

えましたが，この時期はいろいろな大

会や会合があり，重複のため残念です

が８０名の参加となってしまいまし

たが，昭和２０年卒の大先輩から昭和

５９年卒の若手まで，老いも若きも和

やかにプレーを楽しみ，親睦を深める

ことができました。成績は次のとおり。

　レギュラーの部

　　優勝　　砂押　博（昭３６卒）

　　準優勝　桧山雅顕（昭４４卒）

　シニアの部

　　優勝　　平野逸夫（昭３２卒）

　　準優勝　川崎正之（昭３０卒）

母校の歩く会は約７０kmとかなり

ハードな行程で実施されていますが，

知道会では高齢者から子供まで参加で

きるミニ歩く会を企画し，去る７月４

日，好転に恵まれ実施いたしました。

特に整備が進み美しくなった千波湖周

辺から逆川緑地を経て笠原水源にいた

るコース約８kmとしました。

今回は第１回ということで何人くら

い参加者がいるか不安でしたが，家族

連れでお孫さんの手を引いて参加され

た方もおり，７０名が参加して盛会と

なりました。

出発にあたり，山形幹事長のあいさ

つ，水戸ウォーキングクラブ会長の川

上清氏（昭２９卒）から歩行中の注意

事項の説明のあと準備運動を行い，全

員元気に出発。途中，逆川緑地の休憩

地点では飲物やスイカのサービス等も

あり全員元気で完歩。ゴール地点で記

念の水戸一高ピンバッジと昼食のお弁

当を受け取り散会となりました。

来年からも継続して実施したいと考

えておりますので，さらに参加者の増

えることを期待しております。




